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コード番号              2202                 本社所在都道府県  東京都           

(URL http://www.meiji.co.jp) 

代 表 者  代表取締役 社長       佐 藤 尚 忠         

問合せ先責任者  お客様コミュニケーション部長 田端三郎司 

TEL (03) 3272 � 6511 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   :  有(詳細は添付資料)  
 会 哉 節 結有(詳 細 は 添 付 資 料)  ① 会 結        �

 １ 、 �
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しかしながら、当第 1四半期は各事業とも熾烈な市場競争を強いられる中、特に食料事業が期半ばからの異

常な猛暑の影響により、当初目標を大きく下回る見通しとなる等、厳しい環境下に推移しました。 

この結果、当第 1四半期の売上高は 809 億 38 百万円（前年同期比１．４％減）、経常利益は 5億 61 百万円

となりましたが、四半期純利益は特別損失に事業構造改善費用を計上したために△30 億 14 百万円となりまし

た。  

 

主なセグメント別の状況は次のとおりです。 

●食料事業 

  消費者のニーズとトレンドを先取りした商品開発や戦略的なマーケティング諸施策の展開に努めましたが、

当第 1四半期の売上高は５１６億６２百万円(前年同期比１．１％減)、営業利益は２億５９百万円となりまし

た。 

 菓子におきましては、記録的な猛暑の影響で、需要が極端に減退し、主力のチョコレートとキャンデーは苦

戦を強いられ、減売を余儀なくされました。一方、スナックとビスケットは重点商品を中心に積極的な販促活

動が奏効して順調に推移しました。 

 食品におきましては、ココア、レトルト食品と健康食品は新商品の投入と店頭の露出拡大に努め、順調に推

移しましたが、業務用食材は競争激化で大幅な減売となりました。 

 

●薬品事業 

 主力製品を中心に着実な学術普及活動と積極的な営業活動を展開しました結果、当第 1四半期の売上高は２

４７億３３百万円（前年同期比１．１％増）、営業利益は７億７６百万円となりました。 

 医療用医薬品におきましては、本年 4月に実施された業界平均４．２％の薬価基準の引き下げ等、医療費抑

制策が浸透する中、主力の抗菌薬では｢オメガシン｣｢スオード｣は好調に推移し、「メイアクト」も前年並みを

確保しましたが、｢ハベカシン｣｢ホスミシン｣は競争激化で減売を余儀なくされました。中枢神経系用薬では、

抗うつ薬「デプロメール」が順調に伸長し、抗不安薬「メイラックス」も好調に推移しました。 

 また、農薬におきましては、いもち病防除剤「オリゼメート」が大幅な伸長を見せ、動物薬も本年 6月に第

一製薬株式会社より動物薬事業を譲り受け、その売上に大きく寄与しました。 

 

●ヘルスケア事業 

 主力ブランド商品を中心に戦略的マーケティング活動を展開しましたが、当第 1四半期の売上高は３８億２

７百万円（前年同期比１７．７％減）、営業損失は４億８６百万円となりました。 

 一般用医薬品におきましては、市場の低迷に加え、競合品との競争激化で大幅な減売となりました。一方、

健康食品におきましては、消費者の健康や美容志向の高まりから、「アミノコラーゲン」や｢パーフェクトプラ

ス｣が売上に大きく寄与し、総じて順調に推移しました。 

 

(2)財政状態(連結)の変動状況 

(注)前年同四半期の財政状態(連結)は開示しておりません。 

 

百万円 百万円 ％ 円　　銭
17年3月期第1四半期

16年3月期第1四半期

(参考)16年3月期

325,617

－

151,148

総  資  産

154,549 46.8 403.33

株  主  資　本

－

330,059

46.4

－

394.59

－

株主資本比率 １株当たり株主資本
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【連結キャッシュ･フローの状況】 

(注)前年同四半期の連結キャッシュ・フローは開示しておりません。 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

（財政状態の変動状況） 

 当第 1 四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 44 億円減少し、3,256 億円となりました。流動資産

は、受取手形と売掛金の減少等で 108 億円減少し、1,437 億円となりました。固定資産は、建物及び構築物、

機械装置及び運搬具等の増加で 63 億円増加し、1,818 億円となりました。 

 当第 1四半期末の負債は、前連結会計年度末に比べ 10 億円減少し、1,720 億円となりました。流動負債は、

コマーシャルペーパー等が増加しましたが、売上割戻引当金、未払費用、未払法人税等が減少したため,19 億

円減少し、930 億円となりました。固定負債は 9億円増加し、789 億円となりました。 

 当第 1四半期末の株主資本は、利益剰余金の減少等で、前連結会計年度末に比べ３４億円減少し、1,511 億

円となりました。 

 なお、株主資本比率は、株主資本の減少により、前連結会計年度末に比べ 0.4ポイント低下し、46.4％とな

りました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少や法人税等の支払いに伴い、10 億 91百万円の支出

となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、薬品工場の新製造棟建設ほかの有形固定資産取得による支出 33 億

26 百万円等に伴い、40 億 36 百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達の方法を低利なコマーシャルペーパーに変更したこと等に

伴い、53 億 53 百万円の収入となりました。 

 以上の結果、当第1四半期末の現金及び現金同等物の残高は,ほぼ前期並みの108億8百万円となりました。 

 

３．平成 17 年 3 月期の連結業績予想(平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日) 

平成 16 年 5 月 18 日の平成 1７年 3月期決算発表時の中間期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 当第 1四半期末の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 5 月 18 日の平成 17 年 3 月期決算発表時に公表した中

間期業績予想の連結の売上高、経常利益および当期純利益を修正いたします。主な理由は次のとおりでありま

す。 

 なお、通期の業績予想につきましては、平成 16 年 5 月 18 日発表の数値を修正しておりません。 

百万円 百万円 百万円 百万円
17年3月期第1四半期

16年3月期第1四半期

(参考)16年3月期 △ 5,424 △ 6,028

期　末　残　高
現金及び現金同等物

キャッシュ・フロー

6,663

△ 1,091

－

△ 4,036

－

10,688

10,808

－

財務活動による

5,353

－

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
営業活動による

　
百万円 百万円 百万円

中間期

（従来予想）

－





１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円）

期      別

   科       目

Ⅰ

11,289 11,271  18

65,550 74,034 △ 8,484

49,855 51,231 △ 1,376

17,085 18,073 △ 988

143,781 44.2 154,610 46.8 △ 10,829

Ⅱ    

 142,568  138,821  3,747

 4,140  3,457  683

 35,127  33,169  1,958

 181,836 55.8  175,448 53.2  6,388

 325,617 100.0  330,059 100.0 △ 4,442

Ⅰ

 25,391  27,339 △ 1,948

 19,965  20,110 △ 145

 11,000  4,000  7,000

 9,658  12,149 △ 2,491

 27,044  31,453 △ 4,409

 93,059 28.6  95,052 28.8 △ 1,993

Ⅱ    

20,000 20,000 －

22,338 22,542 △ 204

19,219 17,959 1,260

17,386 17,514 △ 128

 78,944 24.2  78,015 23.6  929

 172,004 52.8  173,068 52.4 △ 1,064

   

 2,464 0.8  2,441 0.8  23

   

Ⅰ  28,363 8.7  28,363 8.6  －

Ⅱ  34,935 10.7  34,935 10.6  －

Ⅲ  80,184 24.6  84,575 25.6 △ 4,391

Ⅳ その他有価証券評価差額金  10,310 3.2  9,133 2.7  1,177

Ⅴ △ 1,533 △ 0.5 △ 1,355 △ 0.4 △ 178

Ⅵ △ 1,111 △ 0.3 △ 1,103 △ 0.3 △ 8

 151,148 46.4  154,549 46.8 △ 3,401

 325,617 100.0  330,059 100.0 △ 4,442
80,18480,184 △800  0(19,219) T589D (804 096) Tj�704.DC281A2> 6,21420.D 2CE8<9,13.380j�784

 6.831 Tj�75.9622  T94BCF6.831 Tj�75.962(0.3) Tj�6.831 Tj�75.962(52.C30,06.831 Tj�75.962(59 TD ( 6.81956) Tj Tj�25..46 0  1,184TD  234,219) T589D (80j3.7503) Tj�704.DC281A2>j9) 73 Tj�33.<�101.380j3.750380,98480,184



２．（要約）四半期比較連結損益計算書
（単位：百万円）

期      別

   科       目

Ⅰ 80,938 100.0 368,865 100.0

Ⅱ 46,998 58.1 213,616 57.9

33,939 41.9 155,249 42.1

Ⅲ



３．四半期連結剰余金計算書
（単位：百万円）

期      別

  科       目

（資本剰余金の部）

Ⅰ 資 本 剰 余 金 期 首 残 高 34,935 34,935

Ⅱ 資 本 剰 余 金 第 1 四 半 期 末 ( 期 末 ) 残 高 34,935 34,935

（利益剰余金の部）

Ⅰ 利 益 剰 余 金 期 首 残 高 84,575 86,969

Ⅱ 利 益 剰 余 金 増 加 高

当 期 純 利 益 － 348

合 計 － 348

Ⅲ 利 益 剰 余 金 減 少 高

四 半 期 純 損 失 3,014 －

配 当 金 1,340 2,695

役 員 賞 与 金 36 39

（ う ち 監 査 役 分 ） (－ ) (0 )

連 結 子 会 社 の 増 加 に よ る 剰 余 金 減 少 高 － 7

合 計 4,390 2,742

Ⅳ 利 益 剰 余 金 第 1 四 半 期 末 ( 期 末 ) 残 高 80,184 84,575

当第1四半期

自　平成16年4月 1日

至　平成16年6月30日

前連結会計年度

自　平成15年4月 1日

至　平成16年3月31日

7



４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

期 　 別

科 　 目

金　　額 金　　額

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー   

△ 4,770       3,705      

 3,323       13,892     

 1,260      △ 2,235      

△ 309
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四半期財務情報の作成等に係る事項 

 

 

○会計処理の方法における簡便な方法の採用 

法人税等の計上基準・・・・ 子会社においては法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算

しております。 

 

○最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

   研究開発費の会計処理・・・ 従来、一部研究費については製造原価として処理しておりましたが、当

第 1四半期より全額一般管理費として処理しております。 

この変更は薬品研究開発部門の大幅な組織改訂に伴い、｢研究開発費等

に係る会計基準｣の内容を踏まえ、研究費の内容の見直しを行ったことに

よるものであります。 

この変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して、売上原価

が 1,991 百万円少なく、販売費及び一般管理費が 1,961 百万円多く、経常

利益が 29 百万円多く計上されております。 

なお、期首たな卸資産に含まれていた上記製造原価相当額 5,227 百万円

については特別損失として処理しております。 



５． 事業の種類別セグメント情報

当第１四半期（自 平成16年４月１日  至 平成16年６月30日） （単位：百万円）

セグメント 食　料 薬　品 ﾍﾙｽｹｱ ビル賃貸


